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系の合金において､ AlとCrをある一定量以上含む合金を1000､ 1100､ 1200℃で高温酸
化させた場合､最外層にはアルミナのみが生成すると報告されているが､図1･6に示した
ようにTBC瓜正CrAIY界面に生成する酸化物はアルミナのみではない.一般にボンドコー
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TGOの厚さを測定するために､ TBC有無の試料に関する未時効材及び10､ 50､ 100､
500､ 1000､ 3000時間時効材を電解放出型走査型電子顕微鏡(FE･SEM任ⅠITACHI製
S･4700))を使用し断面観察を行った｡断面観察試料作製の手順は､まずそれぞれの試料を
樹脂埋めし､その後､ 320､ 600､ 1000､ 1500番の耐水研磨紙で順に回転研磨台を使用す
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のことから､ TBC無材の混合酸化層ではCr､ Co､ Niの酸化物は同一の場所に生成されて
いると考えられる｡
また､図3･8のエリンガム図(2)から1000℃におけるNiO､ CoO､ Cr203の標準生成自由






















NiO､ CoOが検出された｡一方､ TBC無材においては､ α･A1203の他にTBC有材では検
出されない(Ni, Co)仏1, Cr)204が検出された｡これによりTBC有材に生成する混合酸化層

















た｡ TBC無材においては混合酸化層全体を通してNi､ Co､ Crの酸化物が同位置に
30
一様に存在していた｡
3. XRDによる分析の結果､ TBC有材の混合酸化層はNiO､ CoO､ Cr203により構成さ
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Layer ?体積抵抗率((2. ?比誘電率 ?厚さ (mm) 
mm) ?(-) ?
YSZ ?1×109ノ ?30 ?3×10ー1 
アルミナ層 ?1×1012 ?10 ?1.5×10~2 



























































































一般に, TBCはNi基超合金基材上に,ボンドコートとして, MCrAlY(MはFe, Ni,
Co単独あるいはそれぞれの複合)と呼ばれる合金を減圧プラズマ溶射¢ow
pressure plasma Spray: LPPS)により施工し,さらにトップコートとして, 8wt%イットリア






































プコートとして8wt%イットリア安定化ジルコニア(Yttria Stabilized Zirconia: YSZ)お
よび､ YSZに25%Ce02を添加した､セリアーイットリア安定化ジルコニア(Ceria-










Combination OfBond coat & Top coat






Chemical composition of basealloy
Alloy Class composition (wt%)
Ni Cr Fe　　Al　Si Mn Cu C S
hcone1601　　59.16　21.94 16.99 1.34　0.24　0.23　0.07　0.03　<0.001
Table 3
ChemiCalcomposition of bond coat
Powder composition (叫%)





































Temperature specimen type Heat Time (h)
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溶射ガン高さ 况韲ｹ6Izﾂ?n射回数 艇.(8??mXｸｲ?n射ガス圧力 
MはAIY ?C??ll▲ ?6WB?rpm 迭?
MmAIYCbSi ?F?1㈱A ?6WB?rpm 添'??
YSZ ??ﾒ?WA 敵6WB?p 迭?





























































































































@MCrAlYCeSi+YSZ ??無 ?????鳧ｭB?17 售｣｣｢?100℃200時間 
17 ??1200℃100時間 


































編) , vol.66 (2000), pp. 137011376.
2)天野､矢島､木村､斉藤,防食技術,24,pp.19-29(1975).























































Ni Cr Fe　　Al　　Si Mn Cu C S
59.16　21.94 16.99　1.34　0.24　0.23　0.07　0.03　<0.001
表212. MCrAlY (Sulzer Metco,Amdry 9951)の化学組成
Composition (wtfyo)




後のTGOの生成様相は,走査型電子顕微鏡(SEM : Scaming Electron Microscope,
InACHI S-4700)による断面観察により評価した. SEM観察には10mmX IOmm
x4mmの小片に切り出し,時効した試験片を用いた.さらに, Ⅹ線回折装置
(Ⅹm : X-ray Di飴action, MAC Science, M21X), X線光電子分析装置(ⅩpS : X-ray
photoelectron Spectroscopy, UINAC PIn QUA… 2000),電子線マイクロア
2



























































長するために, Ni, Co, Crのトップコート側-の拡散が阻止され, NiO, Coo,
Cr203の生成が抑えられたということが考えられる.
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DifFraction angle 2 0 (deg)
図3-5. 500時間時効材のTGOのm分析結果
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